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1-1

　現在の経済状況について、関
連する業界、地域等の現状や
ご自身の知見・経験等を踏ま
え、3か月前(6月下旬から7月上
旬)と比べて良くなっているか、
悪くなっているか選んでいただ
き、その理由をデータや具体的
な事例とともに300字以内でご
記入ください。その際、前年との
違い等お気づきの点があれば
併せてご記入下さい。

1-２

　今後の経済のリスク要因（第1
回時点と比較して変化がある場
合）、あるいは将来への新たな
期待要因について、300字以内
でご記入ください。

－
天候不順による不測の事故、災害による景気状況の変化が対応の難しさが加わってリスク要因です。
香港及びウクライナ等の海外の紛争の経済に対する影響を慎重に四て行く必要がある。
円安があまり進行するときのリスク要因を掘り起こしてできるだけの対処を用意する必要あり。

２

　財政健全化に向け、歳出削減
等を始めとして様々な取組が考
えられますが、具体的取組内容
についてのお考えを300字以内
でご記入ください。
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経済動向

　3か月前と比較するとどちらともいえない状況だと感じております。円安が進行する中、意外と民間企業の円安効果が上がら
ず、むしろ円安によるエネルギーコスト、原材料コストの上昇が痛手となり、中小企業における円安効果がマイナスに出てきて
いるようです。一方で、観光客が海外から増加して、観光地以外にも地方に訪問する様子が見て取れていますが。それがどれ
だけの効果につながっているのかは数値として把握ができていません。タクシーなどはかなり乗客率が上がっているようで以
前ではほとんどの運転手が景気向上に関して否定的でしたが、最近はかなりポジティブな反応が増えてきています。

経済再生と両立する財政健全化

－

　経済再生前提の財政健全化はリスクが高すぎるので、独立しての財政健全化を一方でも考えるべきだと思います。今のばら
まき予算の状態は極めて危険で、投資をするにしてもプライオリティーを明確にし、KPIをきちんと定義することで進捗状態を毎
年見える化する必要があります。素晴らしい計画と多大な税金投資は誰でもできますがその実行可能性と達成率をきちんとト
ラッキングする習慣を付けてください。状況の変化があった時はそれを公表してアクションにつなげてゆく習慣を付けてくださ
い。計画に対する実行可能性または状況の的確な把握が今の時代には極めて大切で、それを国民と共有できるようにする仕
組みを作っていただきたい。
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３－１

　どのように女性の働き方に中
立的な社会制度を実現していく
べきとお考えか、その理由とと
もに300字以内でご記入くださ
い。

３－２

　女性の働き方に中立的な制
度を論じるに当たって、その背
景にある事項（女性が働くこと
への人々の意識や職場慣行、
男性の働き方、子育て支援等
の環境整備、家族のあり方等）
について、特に言及すべきこと
がありましたら300字以内でご
記入ください。

－

　働き方の改善が必要ですが、特に評価を労働時間で行うのでなく成果で行う事。個人の責任の明確化とその仕事を行うた
めのプロセス、責任範囲を明文化して社内で共有することが始めの一歩です。特に年の初めに期待値を明確化し、その達成
度に応じて評価を行う。仕事の進め方と責任が明確になることによって、場所と時間に拘束されない、自分で働き方をマネー
ジするワークライフマネージメントができる環境が必要です。働く環境の整備に加えて個人の異なる価値観、多様性を受け入
れられる環境を育てることが必要。今までの慣習に囚われず、異なる価値観を受け入れることが大切。そのことにより、オール
ドボーイズネットワークの弊害が少なくなる。

女性の働き方に中立的な税制・社会
保障制度等の在り方

－

　国の体制としては女性が働く状況が強く求められているにもかかわらず、働かない状態への支援をすること自体は国の戦略
に対するマイナス行為になっている。働くか家庭の主婦として家を支えるかは個人の選択の自由であると思います。にも拘ら
ず、国が制度上働かないことを支援するという此の形態はまったくの論理矛盾。女性が働くことを促進することは納税者が増
えることを生み出すものです。その反対にこの制度により、働ける人でも1, 2' 3、の優遇のために働きを制限することは、本来
なら働いて税金を納める人が、税の浪費を生むことになり、税の二重のマイナスを生むことになる。ますます税の不足を生み
出す。即刻に廃止して、平等に扱うべき
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